
2019年度WAMモデル事業 多文化ソーシャルワークセミナー 

～福祉・医療機関における外国人住民への応対を考える～ 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年から新たな入管制度が始まり、茨城県内でも定住外国人人口の増加が見込まれます。すでに
県内市町村の自治体や福祉・医療機関・福祉施設等においては、外国人住民からの相談対応に携わって
いる現場の担当者の方々も多くいます。今後、外国人住民が生活者として暮らしていくために、福祉・
医療分野におけるサービス提供体制についての更なる検討が必要です。 
今回、愛知県の多文化ソーシャルワーカー養成講座の統括及び講師を務められた日本福祉大学の石河

久美子先生を茨城にお招きし、多文化ソーシャルワークとは何か、窓口やサービスの現場で福祉の仕事
に携わる人たちが何をどう学べばよいのか、通訳や相談員とは異なる多文化ソーシャルワーカーとは何
か等について学ぶ機会を設けます。 
外国人住民があなたの町や施設のサービスを利用することになったとき、「言葉が通じない、どうしよ

う」、「こんな相談があったけれど、どのような機関と連携すればいいのかわからない」といった状況を、
一緒に考え、変えていくための第一歩となるセミナーを目指しています。  
ぜひご参加ください。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無料 
 

 

 

 裏面をご参照ください 
 

 

 

多文化ソーシャルワークとは何か―その役割と養成、実践の課題 

参加費 

定 員 ５0名（申込先着順） 

独立行政法人福祉医療機構  助 成 

 

日本福祉大学社会福祉学部 

教授 石河 久美子 氏 

経歴 

ハワイ大学ソーシャルワーク大学院修士。米国児童家族サー

ビスセンター及び日本国際社会事業団ソーシャルワーカー

を経て 1997 年より日本福祉大学勤務。2004－2005 年

ワシントン州立大学ソーシャルワーク大学院研究員。2006

年度－2011 年度愛知県多文化ソーシャルワーカー養成講

座統括及び講師。 

主な著書 

『多文化ソーシャルワークの理論と実践―外国人支援者に

求められるスキルと役割』明石書店 2012 年 

『異文化間ソーシャルワーク―多文化共生社会をめざす新

しい社会福祉実践』川島書店 2003 年（日本社会福祉実践

理論学会学術奨励賞受賞） 

 

講 師 

 

内 容 

会 場 
トモスみとビル 3階  
セミナーホール 
（水戸市大工町 1-2-3） 
※ 詳細は裏面参照 

対 象 ご関心のある方ならどなた
でも 

日 時 2020年１月９日（木） 

１３時３０分～１６時（受付開始：1３時 15分） 

主 催 認定NPO法人  
茨城NPOセンター・コモンズ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

13:30 あいさつ 

13:40～15:10 講演 石河久美子氏 
「多文化ソーシャルワークとは何か―その役割と養成、実践の課題」 

15:20～15:50 全体協議 

15:50～16:00 まとめ、今後の案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ご記入いただいた個人情報は、本行事の運営及び関連するご連絡のみに使用致します。 

団体名  

フリガナ  役  職 

氏 名   

☎ ＦＡＸ ｅメール 

   

会 場 
トモスみとビル 3階 セミナーホール（水戸市大工町 1-2-3） 

※ 水戸駅北口バス乗り場④⑤⑥⑦番より、「大工町」下車。約 10 分。 

※ 1 階に水戸信用金庫が入っている建物です。 

※ 建物に無料駐車場はございません（水戸信用金庫の駐車場はご利用できません）。日中は安価な駐

車場が付近に多くあります。 

お申し込み、お問い合わせ 
認定ＮＰＯ法人 茨城ＮＰＯセンター・コモンズ       申込締切：1 月７日（火） 

〒30３-00０３ 茨城県常総市水海道橋本町 3571-1 

☎：0297-44-4281  FAX：0297-44-4291  e メール：global@npocommons.org 

コモンズとは 
県域の市民活動支援組織として、市民団体の設立・ 運営相談対応や研修開催、市民団体と企業や行政などとのネットワー

クづくり、市民活動の資源仲介に取り組むほか、常総の水害被災者や生活困窮者、福島から避難された方の生活支援、外国児

童生徒の学習支援、ひきこもりがちな青年の就労準備訓練などに取り組んでいます。 

内 容 


